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　障害者週間は、障がいや障がいのある人

への関心と理解を深めるとともに、障がい

のある人の社会参加を促進することを目的

とした週間です。

　５つの障がい者施策について紹介します。

この機会に、相互に人格と個性を尊重し支

え合う「共生社会」の実現に向けて取り組

んでいきませんか。

社会福祉課障がい者福祉係　☎２３－３９６３

　障がいのある人への差別をなくすことで、

障がいのある人もない人も共に生きる社会

をつくることを目指して「障害を理由とす

る差別の解消の推進に関する法律（障害者

差別解消法）」が、平成２８年４月１日から施

行されました。

　法律では「障害を理由とする差別の禁止」

として次のように定めています。

①「不当な差別的取扱いの禁止」

【例】障がいを理由に施設の利用やバス、タ

クシーの乗車を断ることなどを禁止

②「合理的配慮の提供」

【例】・高いところの商品を取って渡す

　　・筆談や読み上げなど、障がいの特性

に応じたコミュニケーションの方法

を工夫して、情報を提供できるよう

に配慮をするなど

　市役所ロビーで、第１～第４水曜日に市内の障がい

者施設に通う皆さんがパンや焼き菓子、花苗などを販

売しています。ぜひ、利用してください。

　また、障がい者施設では物品の販売のほか草刈り、

清掃などの労務作業も提供しています。詳しくは、問

い合わせください。

　自分たち家族だけで解決しようと悩んでいませんか。

相談窓口を利用してください。

　毎週木曜日に手話通訳者を社会福祉課に配置してい

ます。行政手続きなどで必要な人は利用してください。

また、随時手話通訳者の派遣もしています。

名　　称 対　　象 連　絡　先

香川県ひきこもり
地域支援センター

「アンダンテ」

当事者や家族

☎０８７－８０４－５１１５
高松市松島町一丁目
１７番２８号

香川県西讃保健
福祉事務所

☎２５－２０５２
坂本町七丁目３番１８号

市社会福祉課
障がい者福祉係

☎２３－３９６３
坂本町一丁目１番１号

香川県西部子ども
相談センター

１８歳未満の
子ども（本人、
家族、学校の
教諭、地域の
人など）

☎０８７７－２４－３１７３
丸亀市土器町東
八丁目５２６番地

香川県教育
センター

幼児・児童生
徒全般および
その保護者や
学校関係者

☎０８７－８１３－０９４５
高松市郷東町
５８７番地１

　販売時間　午前１１時３０分～午後１時

　　　　　　（売り切れ次第終了）

　注　　意　祝日は休み

第１水曜日
スマイルハウス
ぷちふらわぁ
☎８２－６１１１

焼き菓子

第２水曜日

丸山作業所
☎２４－８２０５

花苗

支援センターウィズ
☎２４－８２１１

ワッフル

第３水曜日
障害福祉サービス
事業所やまもも
☎２３－３５０７

パン
焼き菓子

第４水曜日
あゆみ
☎２４－９７０５

お好み焼き
ばらずし

障がい者虐待は

○特定の人や家庭、場所ではなく、どこの

家庭でも起こりうる問題です。

○虐待している人に、虐待している認識が

ない場合があります。

○虐待をされている人が虐待だと認識でき

ず、自分から被害を訴えられない場合が

あります。

障がい者虐待に気付いたら、すぐに通報を

　虐待かどうか判別が難しい状態でも、気

がかりなことがあれば迷わず相談しましょ

う。早めの対応が、事態の深刻化を防ぐき

っかけになります。 

２４時間相談受付
障がい者虐待防止センター（社会福祉課内）

　　　　　　　　　　　　☎２３－３９６３

夜間、休日は守衛室に転送して

担当者に連絡します

１ 障害者差別解消法が施行されました

３ 障がいのある人の就労体験の場

５ ひきこもり相談窓口

４ 手話通訳者の配置

２ 障がい者を虐待から守りましょう

社会福祉課障がい者福祉係　☎２３－３９６３

12月３日～９日は「障害者週間」
　今
年
度
、
高
齢
者
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

通
知
が
届
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

受
け
て
い
ま
せ
ん
。
今
年
度
受

け
な
く
て
も
、
次
年
度
以
降
に

受
け
ら
れ
ま
す
か
。

　予
防
接
種
法
に
基
づ

き
高
齢
者
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
で
は
、
今

ま
で
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ

と
が
な
い
人
を
対
象
に
、
平
成

３０
年
度
ま
で
の
間
に
１
人
に
つ

き
１
回
、
定
期
接
種
の
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る

年
度
に
接
種
で
き
な
か
っ
た
人

は
、
自
費
で
接
種
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
人

に
は
、
対
象
と
な
る
年
度
に
予

診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　健
康
増
進
課
☎
２３

−

３
９
６
４

　同
報
系
防
災
行
政
無

線
の
放
送
内
容
が
分
か

り
づ
ら
い
の
で
す
が
、
改
善
さ

れ
ま
す
か
。　運

用
開
始
後
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
で
き
る
限
り
聞
き
取
り
や

す
く
な
る
よ
う
、
工
夫
し
な
が

ら
放
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

施
工
業
者
な
ど
も
交
え
て
、
よ

り
良
い
放
送
方
法
の
研
究
も
進

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続

き
、
よ
り
良
く
聞
き
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
で
き
る
限

り
改
善
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　危
機
管
理
課
☎
２３

−

３
９
４
０

・
大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
の
屋

根
は
、「
瀬
戸
内
海
（
燧
灘
）

に
浮
か
ぶ
島
」

・
３
本
ず
つ
並
ん
だ
柱
は
、

　「
太
鼓
台
（
ち
ょ
う
さ
）
祭
り

の
太
鼓
の
リ
ズ
ム
、
ド
ン
♪

デ
ン
♪
ド
ン
♪
」
を
そ
れ
ぞ

れ
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ
ザ
イ
ン

し
て
い
ま
す
。

○

内
観

・
全
体
的
に
は
「
木
」「
石
」「
コ

　ン
ク
リ
ー
ト
（
ス
ギ
板
木
目
）」

等
の
素
材
を
生
か
し
た
内
装

で
、
黒
を
基
調
と
し
た
シ
ッ

ク
な
色
合
い
で
す
。

・
大
ホ
ー
ル
は
「
木
」
と
「
コ
ン

　ク
リ
ー
ト
（
ス
ギ
板
木
目
）」、

小
ホ
ー
ル
は
「
石
」
を
主
体

と
し
た
内
装
で
す
。

・
小
ホ
ー
ル
は
、
「
左
右
の
側

壁
を
石
積
み
と
し
た
他
に
類

を
見
な
い
内
装
仕
上
げ
」
で
、

洞
窟
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
す
。

○

開
館
記
念
事
業

・
開
館
か
ら
一
年
間
を
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
期
間
と
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
文
化
芸
術
に

ふ
れ
る
機
会
を
創
出
し
て
い

き
ま
す
。

※
映
画
、
歌
舞
伎
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
テ

レ
ビ
公
開
収
録
、
文
化
講
演
、

新
人
・
若
手
発
掘
コ
ン
サ
ー

ト
、
歌
謡
・
演
芸
、
市
内
の

文
化
芸
術
団
体
の
支
援
等
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

○

友
の
会

・
カ
ノ
ン
・
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

入
会
す
る
と
、
市
民
会
館
主

催
公
演
チ
ケ
ッ
ト
の
先
行
予

約
や
割
り
引
き
な
ど
の
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く

は
、
今
月
号
広
報
か
ん
お
ん

じ
７
ペ
ー
ジ
お
よ
び
カ
ノ
ン

　・
メ
ン
バ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
入
会

の
案
内
チ
ラ
シ
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

○

内
覧
会

開
館
前
の
平
成
２９
年
３
月
中

旬
に
、
施
設
の
内
覧
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　文
化
振
興
課
☎
２３

−

３
９
４
３

　来
年
４
月
の
開
館
に

向
け
建
設
中
の
市
民
会

館
が
完
成
間
近
の
よ
う
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
市
民
会
館
が
で
き

ま
す
か
。○

コ
ン
セ
プ
ト

　「
ホ
ー
ル
が
ま
ち
を
変

え
る
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
き
、

指
定
管
理
者
（
あ
な
ぶ
き
・
四

国
舞
台
グ
ル
ー
プ
）
が
管
理
運

営
し
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛

け
で
会
館
へ
人
を
誘
導
し
、
人

が
集
ま
る
こ
と
で
、
ま
ち
も
に

ぎ
わ
い
、
憩
い
の
場
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
人
や
文
化
が
集
ま

り
交
流
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

文
化
芸
術
を
創
造
し
ま
す
。

○

交
通
の
便

・
Ｊ
Ｒ
観
音
寺
駅
か
ら
徒
歩
７

～
１０
分

・
の
り
あ
い
バ
ス
乗
り
場
を
会

館
前
に
設
置

・
駐
車
場
（
３
７
９
台
予
定
）
を

完
備

※
隣
接
地
の
市
営
駐
車
場

（
１
６
８
台
予
定
）
を
合
わ
せ
る

と
、
総
収
容
台
数
約
５
４
０
台

○

外
観

・
小
ホ
ー
ル
か
ら
ふ
れ
あ
い
広

場
に
続
く
の
び
や
か
で
大
き

な
庇

ひ
さ
し

は
、「
お
だ
や
か
な
瀬
戸

内
海
（
燧
灘
）
」

　市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
希
望
あ
ふ
れ
る
毎
日
を
過
ご
せ

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
、
社
会
の
変
化
に
伴
い
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご

質
問
・
ご
意
見
を
、
回
答
と
合
わ
せ
て
お
伝
え
し
ま
す
。
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▼南側からの全景

▼大ホール客席 ▼小ホール舞台
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　大韓民国で開催された第７回アジアゲートボール選
手権大会（１０月２１日～２３日）に、アジア・オセアニア
の８つの国と地域から９６チーム（日本１６チーム）が参
加。観音寺チームは見事ベスト８で入賞し、敢闘賞を
受賞しました。
▲中塚和夫、吉田良明、伊井勝利、秋山悦子、吉田ミ
ノル、小谷マサ子

　観音寺子どもの夢事業を受け、Ｂ．Ｂ．モフランさん
（劇団四季ライオンキング初代パーカッション奏者）と
たたら康恵先生（音楽療法士）を講師に迎え、アフリカ
ンリズムを楽しみました。軽快にジャンベ（木をくり
ぬき山羊の革を張った太鼓）をたたき子どもたちと歌
ったり、リズム遊びやダンスをしたりして、会場は大
盛り上がり。子どもも大人も心や体を弾ませました。

　２０１６リアルチャンピオンシップ（ジュニア空手）に
出場する選手の激励会がありました。四国代表として
全国大会への切符を手にした石川叶大さん（大野原中
学校３年）、烈己さん（大野原小学校４年）兄弟は「力
を出し切り悔いのない試合にしたい」、「決勝まで残りた
い」と抱負を述べました。白川市長は「大会では、強
い精神力で頑張ってください」と激励しました。

さあ みんなで音楽を！豊浜幼稚園

アジア大会でベスト８　喜びの報告711

3110

1810

1410

2110

2710

2510
　第４７回ジュニアオリンピック陸上競技大会出場選手
の激励会がありました。「精神力を強く持って記録更
新を目指します」などと一人ひとり決意表明しました。
▲中部中２年＝山地紗弥香／大野原中３年＝芟藪広基、
２年＝小出健太、白川翔也、１年＝山木翼／豊浜中３
年＝景山愛理咲／三豊中３年＝横山甚、２年＝中上友
紀乃、１年＝堀川瑠南

　観音寺中学校の全校生徒が、市のシンボル・銭形砂
絵の砂ざらえをしました。男子は２人１組、女子は３
人１組で外周３４５メートルの崩れた砂を力いっぱいか
き上げたり、形を整えたり汗を流し作業をしていまし
た。３０日には、市内外の企業・団体やボランティア約
３００人が全体を見渡せる琴弾山山頂からの指導の下、
内側の文字を整え、秋の砂ざらえが終わりました。

くっきりと美しく整った「銭形砂絵」

粘り強さと俊敏さで上位入賞目指します 夢は東京２０２０ ベストを尽くします

　自然に関心を持ち体験して学ぶ、香川県環境プログ
ラム「木と学ぼう」が一ノ谷幼稚園でありました。子ど
もたちは、木と草の違いや仕組み、自然界での木の役
割や動物との関わりなどを講師の井上博夫先生から図
を交え説明を受けました。また、木の葉や鳥の羽、ド
ングリなどが入った箱に手を入れ、触った感触を言葉
で表現し、楽しみながら身近な自然に触れていました。

　豊田小学校で「ふれあい茶道教室」があり、日ごろお
世話になっている地域の人や保護者、下級生を招いて、
６年生がお抹茶のお接待をしました。これは、日本文
化を学び地域の人たちとの交流を大切に続けられてい
る小学校の伝統行事です。昨年までは招かれる側だっ
た児童が、ことしは茶道の先生の指導の下、自分たち
が製作した抹茶茶わんで心を込めてお茶を点てました。

「つるつる」「ざらざら」いろいろあったよ６年生全員が 心を込めておもてなし

　県内外、海外からも大勢の人が伊吹

島を訪れた瀬戸内国際芸術祭２０１６秋

会期が１１月６日、盛況のうちに幕を閉

じました。出港の際には、島を離れる

人も岸から船を見送る人も伊吹島での

さまざまな出会いや感動、思い出を胸

にいつまでも手や旗を振る姿がたくさ

ん見られました。１０月８日の開幕から

３０日間、芸術祭を支え、盛り上げてく

れたたくさんの島の人やボランティア、

見送り隊の皆さん、ご協力ありがとう

ございました。

カンパニーディディエ・テロン
思わず笑みがこぼれます

切腹ピストルズの盛大な
　　パフォーマンスでお見送り！

まもなく最終便が出港します
またおいで！

鬼太鼓座ワークショップ（伊吹小・中学校）
体全体でリズムを感じながら太鼓を打つ子どもたち

伊吹小学校の
子どもたちも一緒に演奏

高瀬悠太「島の音楽会」
約１５０人が美しいバイオリンの
音色に聴き入りました

たくさんの人が訪れました

夜のまち歩き～よるしるべ２０１６～
幻想的な雰囲気を堪能

惜しまれながら閉幕しましたしまれながらしまれながらしまれながらしまれながらしまれながらしまれながらしまれながらしまれながらしまれながらしまれながらしまれながら閉幕閉幕閉幕しましたしましたしました
瀬戸内国際芸術祭２０１６秋会期
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